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【日　時】2009年６月11日（木）16：30～18：00

【会　場】留学生センター棟２階　CALE フォーラム

【主　催】名古屋大学留学生センター

【参加者】「多文化社会を生きる」基礎ゼミ生12名，

　　　　 一般参加者等　約25名

　留学生センターでは，「多文化社会を生きる」とい

うテーマに基づいた基礎セミナーを開講しており，学

部１年生を対象とした授業を実施している。この授業

は，外国文化を持って日本で暮らす人々に焦点をあ

て，彼らの視点を通した日本を知ることによって，日

本社会の課題に気づき，様々な文化を持つ人々が共に

いきることについて考える機会を提供すること目的と

している。授業の中で，留学生や地域に住む外国人等

をゲストスピーカーとして招き，それぞれの立場での

話をしてもらう機会を設けている。今年度は「日系の

人々と文化」をテーマにした回において，「ブラジルか

ら来たおじいちゃん」という映画の自主上映会を開催

することになり，留学生センターオープンフォーラム

として，公開セミナーを開催することとなった。「ブラ

ジルから来たおじいちゃん」という映画は，ブラジル

に渡って73年経つ紺野堅一氏のドキュメンタリー映画

である。映画の中では，紺野氏のブラジルでの生活，

そして毎年訪問する日本で，出稼ぎに来ているブラジ

ル人たちの話に耳を傾け，エールを送る姿，さらに自

分自身の人生を振り返りながら，人生のエッセンスに

ついて語られている姿が収められている。

　今回，「ブラジルから来たおじいちゃん」自主映画上

映会を，留学生センターオープンフォーラムとして開

催したことにより，大学院生を始め，学内外からの参

加者があり，映画鑑賞後のディスカッションにおいて

は，多様な見方や意見が出る機会となった。授業とし

て受講していた学部１年生にとっても良い刺激になっ

たようである。全体として，グローバルに力強く生き

てきた紺野氏の姿から参加者は強いインパクトを受け

ていたようである。
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